社会学系コンソーシアム参加学協会　各位

日頃より、ご支援下さいまして有難うございます。

社会学系コンソーシアム事務局です。

数理社会学会から国際会議参加募集のお知らせを頂きましたので、

転送いたします。ご供覧下さいましたら幸いです。

社会学系コンソーシアム事務局

---ここから---

皆様，

 こんにちは．

 今日は，来たる５月２９日～６月１日に米国ロサンゼルス近郊で行われる

 「第４回日米数理社会学合同会議」の発表者の募集についてご案内いたします．

下記の「おしらせ」をお読みいただき，どうかご発表をご検討下さい．

 なお，本会議は，数理社会学会会員以外の方もご発表・ご参加いただけます．

 お知り合いの方々に「おしらせ」を転送していただければ幸いです．

 では，どうぞよろしくお願いいたします．

 オーガナイザー

 小林　盾

 辻　竜平
***********************************************************************

      第4回日米数理社会学合同会議 (ロサンゼルス会議)：論文再募集のおしらせ

                          2008年5月29日(木)－6月1日(日)

          カリフォルニア州レドンド・ビーチ市・クラウン・プラザ・ホテル

                      Crowne Plaza Hotel, Redondo Beach, CA

***********************************************************************

　第4回日米数理社会学合同会議が，2008年5月29日$(D"76月1日にロサンゼルス近郊で行われ

ます．会場は，ロサンゼルス空港から車で15分ほどの海岸沿いのホテルです．報告するに

は，要約を4月14日までに提出してください．基本的に，すべての報告希望者が報告でき

ます．奮ってご応募ください．

オーガナイザー：

    Eugene C. Johnsen

        University of California, Santa Barbara (johnsen@math.ucsb.edu)

    Carter T. Butts

        University of California, Irvine (buttsc@uci.edu)

    小林　盾

        成蹊大学 (jun.kobayashi@fh.seikei.ac.jp)

    辻　竜平

        明治学院大学 (rtsuji@psy.meijigakuin.ac.jp)

スポンサー：

    アメリカ社会学会数理社会学セクション

    数理社会学会

    カリフォルニア大学アーヴァイン校数理行動科学研究所

照会先：

    ウェブサイト: http://usjapan2008.mathematicalsociology.org/　(英語版)

                  http://wwwsoc.nii.ac.jp/jams/　(日本語版：数理社会学会HP)

    メール: usjapan2008@mathematicalsociology.org　または，上記オーガナイザーへ

***********************************************************************

　第4回日米数理社会学合同会議は，社会システムの数理モデル・計算モデル・計量モデル

を研究する科学者の国際会議です．数理社会学のあらゆる分野の研究を歓迎します．過去

の会議においては，次のようなトピックの研究報告がされています．

    * エージェント・ベースト・モデル

    * セルラー・オートマトン

    * 人口学的モデル

    * 進化のダイナミクス

    * 文化と規範生成のフォーマルモデル

    * ゲーム理論，合理的選択理論，意思決定モデル

    * 集団過程

    * 複雑な依存関係を持つシステムの推定モデル

    * 学習と最適化モデル

    * 感染・拡散・影響のモデル

    * 組織の過程と行動

    * 居住・移住・セグリゲーション

    * 災害や世界的気候変動への対応と影響

    * 社会ネットワーク分析

    * 確率過程モデル

    * 階層と不平等

　過去と同様，いくつかの論文は，Journal of Mathematical Sociologyの特集号に掲載される予定です．

***********************************************************************

***********************************************************************

発表申し込み：

  発表論文のアブストラクト (英文，250-300語) を会議のウェブサイトから提出して

  ください．

  http://usjapan2008.mathematicalsociology.org/

  基本的にすべての報告希望者が報告できます．皆様の積極的なご参加を歓迎します．

  インフォーマルな雰囲気でありながら，議論も活発に行われる会議ですので，

  大学院生の方の参加を特にお薦めします．

  日米の第一線で活躍する研究者たちとの交流は，きっとよい経験になるでしょう．

参加申し込み：

  参加申し込みについては，下記のウェブサイトをご覧ください．

  http://usjapan2008.mathematicalsociology.org/

会議に関する詳細情報：

  第4回日米数理社会学合同会議は，米国カリフォルニア州ロサンゼルス近郊レドンド・

  ビーチ市クラウン・プラザ・ホテル (Crowne Plaza Hotel Redondo Beach and Marina,

  http://www.crowneplaza.com/redondobeach) にて開催されます．会議の参加費，

  オプショナル・ツアー，交通と宿泊など会議の詳細は，会議のウェブサイト

  (http://usjapan2008.mathematicalsociology.org/) にて

  随時更新していきますのでご覧ください．

重要な日時 (締め切り日など) ：

   * 2008年4月14日(月)：アブストラクト提出期限

   * 2008年4月23日(水)：報告決定の通知

   * 2008年4月30日(水)：会議用レート(conference rate)でのホテル予約期限

   * 2008年5月29日(木)－6月1日(日)：合同会議開催

ご注意ください：

  アブストラクトの提出期限は，上記のとおり4月14日です．

  しかし，なるべくお早めにご提出になることをお勧めします．

  年度末に当たる3月31日などは，よい目標になるのではないでしょうか．

  4月14日より後に提出されたアブストラクトは，プログラムに空きスロットが

  ある限りにおいて受け付けます．

オーガナイザーよりメッセージ：

  　2000年に始まった日米合同会議も，第4回を迎えることになりました．第1回のハワイ

  会議に出席していた私たちの同世代の多くは，当時博士課程から助手・専任講師くらい

  で，その後の第2回バンクーバー会議，第3回札幌会議に育てられてきました．

  　英語がしゃべれない外国人であることを前提に，暖かく見守りつつコメントをいただ

  いたあこがれの研究者．今回のオーガナイザーのユージーン・ジョンセン氏は，私たち

  にとって そんな研究者の1人でした．

  　また，発表の場だけでなくいっしょに食事をしたりしながら交流の機会を持て，世界

  を舞台に研究することの重要さと楽しさを知るきっかけになりました．そのときに知り

  合ったアメリカの同世代の1人であるカーター・バッツ氏と，今回オーガナイズの仕事を

  一緒にできることも大きな喜びです．

  　第一線でご活躍の研究者の皆様はもちろん，これから世界に踏み出そうとする大学院

  生や若手の方々にも，本会議での発表をぜひお薦めする次第です．(辻竜平・小林盾)

***********************************************************************

社会学系コンソーシアム事務局

socconsortium@activemail.jp
